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Composición de canciones con el objetivo de enseñar la pronunciación española  
Con énfasis en la sílaba y el acento 
KIMURA Takuya 
En el año 2019 el autor publicó un nuevo libro de texto de español, redactado para el uso 
en las clases de español como segundo idioma extranjero de las universidades japonesas. Este 
manual tiene una estructura básicamente tradicional, pero el punto original es que contiene 
34 canciones cortas, especialmente compuestas por el autor con el objeto de instruir a los 
estudiantes japoneses en el ritmo y el acento propios del idioma español.  
En el presente trabajo se citan seis canciones como ejemplos, explicando con partituras 
los puntos a los que el compositor dio importancia a la hora de componerlas. Las canciones 
están compuestas de manera que la melodía refleje la prosodia natural del español. Se presta 
una especial atención a dos fenómenos prosódicos abundantemente observados en español 
que el idioma japonés desconoce: la resilabificación y la sinalefa. 
1. はじめに 
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の 2 種があり、坂東，堀田（2007）によると、sinalefa とは「母音で終わる語の次に母音で始まる語
が来たときに、その 2 つの母音が融合して同一の音節の一部となること」、sinéresis とは「語の内
部において、規範的には二重母音ではなく母音分立（hiato）を形成する 2母音の連続（ea, ao, oeな
ど）または同一の母音の 2 連続（aa, oo など）が、発音上二重母音または単母音となって同一の音
節の一部となること」である。語間母音融合の一例を挙げると、有名なメキシコの歌曲 “Cielito lindo” 
の歌詞に que a mí me ha herido（そしてそれは僕を傷つけた）という部分がある。個々の語の発音は
/ke/, /a/, /ˈmi/, /me/, /ˈa/, /e.ˈɾi.do/2であり、合計音節数は 8 のはずだが、実際の発音は語間母音融合に










人学習者にとって難しい [l], [ɾ], [r] の区別や円唇の [u] など単音レベルの説明のほか、超分節的要
素としては語を音節に区切る方法と強勢音節を同定する方法が触れられるのみであることが多い。 




おかだは pp. 54-55 で grupo fónico（呼気段落）の概念を説明し、例えば De mi casa a la oficina / 
siempre voy en autobús.（私の家から会社まで / 私はいつもバスで行く）という文は斜線の位置で 2
つの呼気段落に分かれ、それぞれの呼気段落はとぎれを含まず一息で発音されると説いている。そ








ここで挙げた 2 点の入門書はいずれも 1980 年前後に出版されたもので、原（1979）は 343 ペー
ジ、おかだ（1983）は 461 ページからなる、比較的大部な書籍である。2021年の現在、スペイン語
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の入門書、教科書の数は激増したが、発音に多くのページを割いているものはほとんど見当たらな
い。 
本稿の筆者も著者の一人である Fernández, Fernández, Kimura (2018) は日本の大学のスペイン語の
授業での使用を想定して編まれた教科書であるが、ネイティブ教員が担当することが多いオーラ
ル・コミュニケーションの授業で、日本人学習者にありがちな発音の問題点の矯正を明確に目指し
ているところに特徴がある。同書は全 15課から成り、第 7 課までの学習事項は単音 [l, ɾ, r] , [u], [f, 
x] などだが、第 8 課以降では以下のような超分節レベルでの日本人学習者の発音の欠点が扱われ
る。第 8 課: 無強勢語に誤って強勢をかける発音。第 9 課: 誤った疑問文イントネーション。第 10
課: 誤った感嘆文イントネーション。第 11課: 誤った音節に強勢をかける発音。第 12 課: 二重母音
を母音分立のように発音してしまうこと。第 13 課: 再音節化の失敗。第 14 課: -mente 副詞の語幹
部分の強勢の無視。第 15 課: 不適切な休止の挿入。 
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表１ 『響く音！ スペイン語』楽曲タイトルと指導内容 
課 曲番号 楽曲タイトル（訳） 指導内容 
1 
1 
Pelo, pero y perro 
（髪の毛と「しかし」と犬） 
/l/, /ɾ/, /r/ の発音 
2 
































































17 現在活用総まとめ 直説法現在活用のまとめ 
18 














Me levanto, te levantas 
（私は起きる、君は起きる） 
再帰動詞の直説法現在 
22 人称代名詞を覚えましょう 人称代名詞のまとめ 
9 23 ワルツ de 点過去 直説法点過去活用 
実践論文 




De veinte a mil 
（20から 1,000 まで） 
数詞 20～1,000 
25 












28 サンバ de 線過去 直説法線過去活用 
29 














Primero, segundo, tercero 












3.1 “¿Qué es eso?” 
再音節化と語内母音融合が特に明確に意図されているのが、楽曲 “¿Qué es eso?”（それは何です
か）である。この文は、音素表記するとそれぞれ /ˈke/, /ˈes/, /ˈe.so/ となる 3 語から成っているが、
実際の発音は[ˈke.ˈse.so]に近く、単純かつ基本的な文であるにもかかわらず日本人学習者が聴き取
りに苦労する文である。 
楽譜の前半部分を図１に示す。第 1, 5, 9 小節の二分音符に付されている歌詞 ¿Quées は本来 ¿Qué͜ 
es のように書くべきであるが、ソフトウェアの制約からそれができなかった。以下、語間母音融合
を起こしている場合には、このように語間のスペースを入れずに書くことによってそれを示す。 
また、再音節化は楽譜に示されないことにも留意されたい。上に述べたように ¿Qué es eso? は
[ˈke.ˈse.so]と発音され、実際にそのように歌われるべきであるが、譜面上の歌詞は¿Qué͜ e – se – so?と
は書かず、¿Qué͜ es – e – so? と書く習慣である。第 10～15 小節の歌詞 Aquello es una iglesia católica.
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図１ “¿Qué es eso?” の楽譜（前半） 
3.2 “Hola, hola” 
Hola /ˈo.la/ は英語の hello に当たる親しみのこもった挨拶で、スペイン語を習い始める学習者が
最初期に覚える単語でもある。この曲では原則から外れて、無強勢音節 /la/ が第 1拍に位置してい
る回数が多いが、/ˈo/ が高く /la/ が低いというメロディーの形状によって違和感がないようになっ
ている。¿Cómo estás?（元気？）という文は語間母音融合を伴って [ˈko.mo̯es.ˈtas] と 3 音節で発音さ
れるので、そのように作曲され、かつ強勢のある第 1音節と第 3音節が高く、強勢のない第 2音節
が低くなっている。 
実践論文 
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図２ “Hola, hola” の楽譜 
3.3 “Buenos días, señor” 
Buenos días. は午前中の挨拶で、これに señorを加えると男性に対する、señoraを加えると（既婚）
女性に対する、丁寧な挨拶表現になる。/ˈbue.nos.ˈdi.as/のように第 1 音節と第 3 音節に強勢がある
が、通常 buenosには上昇音調、díasには下降音調が伴うので、bue- に高い音程を与えるとかえって
実践論文 
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不自然になる。この曲はモーツァルトの作風を真似て作ったコミカルな三重唱で、歌唱の難易度は
やや高い。 ¿Cómo está usted?（ご機嫌いかがですか）が語間母音融合を 2 箇所含む   
[ˈko.mo̯es.ˈtau̯s.ˈte(ð)]8 であることも作曲上のポイントの一つである。 
 
図３ “Buenos días, señor” の楽譜（前半） 
  
実践論文 
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3.4 “Buenas tardes” 
Buenas tardes. /ˈbue.nas.ˈtaɾ.des/ は午後の挨拶で、強勢、イントネーションは Buenos días.と同じで
ある。従って、音節 /ˈtaɾ/ が小節の 1 拍目に来て、かつ音程も高くなるように作曲している。歌詞
は Buenas tardes. / No somos unos cobardes.（こんにちは。私たちは卑怯者ではありません。）の繰り
返しのみで、意味はなく、ただ tardesと cobardesが押韻している。Somos unos の部分で再音節化が
起き、[ˈso.mo.ˈsu.nos] と歌われる。 
 
図４ “Buenas tardes” の楽譜（前半） 
3.5 “Buenas noches” 
Buenas noches. /ˈbue.nas.ˈno.ʧes/ は夜の挨拶で、日本語の「こんばんは」と「おやすみなさい」の
両方に対応する。強勢、イントネーションは Buenos días., Buenas tardes.と同じである。音節 /ˈno/ は




Buenas noches. Ya no pasan coches.  こんばんは。もう車も通っていない。 
Buenas noches. No quiero más reproches. こんばんは。これ以上、非難は聞きたくない。 
Cierro la ventana. Hasta mañana.  窓を閉めるよ。また明日。 
実践論文 
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つ。例外的に約 5 分の長さの曲である。 
歌詞の中に adiós が 18 回登場するが、すべて図６の譜例に見るように強勢音節 /ˈdios/ は四分音
符で第 1 拍または第 3 拍に位置し、その前の /a/ は八分音符で、必ず /a/ よりも /ˈdios/ のほうが




図６ “Adiós” の楽譜（部分） 
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日本語のリズムが異なる 1番大きな要因は、母音融合であると推論される」（loc. cit.）。 
2 / /内は音素表記。/ˈ/は強勢音節の始まりを、/./は音節境界を示す 
3 [ ]内は音声表記。母音字の下の[  ̯ ]は非音節主音的母音を示す。 
4 表記は原著のまま。[ƀ]は IPA（国際音声記号）の[β]に該当する。 
5 表記は原著のまま。原の音声表記にも IPAとの細かい異同があるが、本稿の議論には影響しないので無視する。 
6 https://liberaspress.org/cambio/oido/claves/ 
7 https://text.asahipress.com/free/spanish/hibikune/index.html 
歌唱は筆者自身のほか、合唱などの経験のある女性 3 名、男性 1 名（いずれも日本人学習者）による。このかたが
たのお名前は木村（2019）の「はじめに」に記してある。本来はスペイン語母語話者が歌うことが望ましかっただろ
うが、さまざまな制約があってそれは望めなかった。伴奏（いわゆるカラオケ）の作成には主に INTERNET 社の 
Singer Song Writer Lite 9 Version 9.01.4を用いたが、筆者がデジタルピアノまたはグランドピアノを弾いた部分もあ
る。編集とミックスダウンには NCH Software社の MixPad Master v.4.12 を使用した。また、本稿掲載の楽譜の作成
にはフリーソフト MuseScore Ver.3.4.2.9788 を使用した。 
8 [(ð)]は[ð]がきわめて弱く発音されることを示す。 
9 [˦]は高音調、[˧]は中音調、[˨]は低音調を、[ʌːː]はきわめて長い[ʌ]を表す。 
                                                   
